
【　中島用水(中島用水揚水機場)　】

用 水 位 置 図

中島用水は葛西用水路創設の水路であり、古利根川の松伏溜井から導水する松伏、新方、
八条及び二郷半領の用水として、松伏溜井の築造と同時期である寛永年間(1624～1643)に庄
内領中島村の江戸川から水を引き入れ開削したのに始まる。享保4年(1719)には葛西用水元
圦の利根川設置に関係し、松伏溜井への導水は廃止され、庄内領を中心にかんがいしてき
た。近年では、県費単独農業用河川工作物応急対策事業の実施(S60)にて取入樋管等を全面
改築し現在に至る。
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